
       第１学年 国語科学習指導案  
              日 時 平成２２年９月３０日（金）５校時  
              学 級 １年２組 男子１５名 女子１７名 計３２名 
                            場 所 １年２組教室 
              授業者 教諭 中田 尚吾 
 
１ 単元名 １ねん２くみじどう車ずかんをつくろう  

中核教材「じどう車くらべ」（光村図書 上） 
      補助教材「くらしをささえるじどう車 せいそう車・いどうとしょかん車」 

「人やものをはこぶじどう車 バス・トラック」 
「こうじげんばではたらくじどう車 ブルドーザー・パワーショベ

ル」（以上、ポプラ社）他 
２ 単元について 
(1)教材について 

第１学年及び第２学年における「Ｂ書くこと」の目標は、「経験したことや想像した
ことなどについて、順序を整理し、簡単な構成を考えて文や文章を書く能力を身に付
けさせるとともに、進んで書こうとする態度を育てる」ことであり、「Ｃ読むこと」の
目標は、「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら読むことができる
ようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度を育てる」である。これを受け
て、本単元では、「書くこと」の内容「ア 経験したことや想像したことなどから書く
ことを決め、書こうとする題材に必要な事柄を集めること」と「読むこと」の内容「イ 
時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと」の指導事項を重
視し指導していく。 

「読むこと」の教材「じどう車くらべ」は、「自動車は、どんな仕事をしていますか」
「そのために、どんな作りになっていますか」という筆者の問いかけから始まり、「仕
事」と「作り」の視点から、３種類の自動車を説明している文章である。同じ順序で
説明される構成になっているため、「問い」の文に沿って「答え」を見つけることがで
きる。「仕事」と「作り」という分かりやすい文章構成になっているため、自動車図鑑
のモデルとして適した教材であると考える。 

「ひろげる」の段階では、中核教材を読み取り、まとめたものをモデルとして活用
し、自動車図鑑作りをさせていきたい。そのことにより、児童は、図鑑作りのイメー
ジをもって学習を進めることができると考える。 

(2)児童について 
   説明的文章の学習は、１学期の「いろいろなくちばし」に続き２度目である。「いろ

いろなくちばし」では、説明的文章の基本形である「問い」と「答え」を学び、この
知識を活用して、「どうぶつクイズづくり」を進めた。挿絵を児童に提示し、その挿絵
から「問い」と「答え」を作らせる形で「どうぶつクイズづくり」を進めたが、どの
児童も大きくつまずくことなく完成させることができた。 

   しかし、挿絵や文章から、書こうとする題材に必要な内容を抜き出して文章で表現
する力は、まだ不十分である。 

   そこで、本単元では、自動車の絵本を調べて分かったことを自動車図鑑としてまと
めさせる活動を取り入れていく。具体的には、挿絵や文章から、書こうとする題材に
必要な内容を集める学習を調べ学習のモデルとして取り入れる。そして、児童が書き
たいと思っている自動車について、「仕事」と「作り」が繋がるように文章を書かせて
いきたい。これらの活動の中で、引用する力、図読・図解する力をつけていきたい。 

(3)指導について 
「とらえる」の段階では、児童の身近にある自動車の画像を次々に提示し、次に、

珍しい自動車の画像を提示する。そこで、身の回りには、たくさんの種類の車がある
ということに気付かせる。その後、児童に、自動車図鑑のモデルを提示し、「自分の書
いた自動車図鑑をおうちの人に読んでもらおう」と呼びかける。さらに、「みんなで作
った図鑑を一つの本にまとめる」という見通しをもたせる。児童は、相手意識が芽生
えたり、学習意欲が高まったりするようになると考える。 

「ふかめる」の段階では、中核教材の読み取りを通して、「仕事」と「作り」とい
う文章構成を理解し、自動車図鑑の作成の仕方を学習していく。 

「まとめる・ひろげる」の段階では、これまでに学習したことを活かし、自動車図
鑑作りに取り組ませる。絵本による調べ学習に入る前に、一斉指導を通して、絵本か
ら題材に必要な事柄を集める方法をおさえていく。そして、自分の力で自動車図鑑作
りに取り組ませる。完成した図鑑は、みんなで交流をする。その後、完成した図鑑を
おうちに持ち帰らせ、おうちの人に感想をもらう。児童は、さらに学習意欲が高まる
だろうと考える。 



(4)活用させたい「知識・技能」 
既習事項 ●前単元 既習事項の活用 

【書くこと】 
「課題設定や取材」 
●挿絵から「問い」と「答え」を書き表す。 
「構成」 
●「問い」と「答え」の文章構成を理解 

する。 
 

 
 
・挿絵や文章から、題材に必要な事柄を抜

き出し、文章を書く。 
・中核教材における「問い」と「答え」を

理解する。 
・「じどう車くらべ」をまとめたものをモデ

ルとし、自分で「自動車図鑑」を作成す
る。 

・「そのために」という言葉を用いて、「仕
事」と「作り」が繋がる文章を書く。 

 
３ 単元の目標と評価規準 

観点 目標 評価規準 
国語への関
心・意欲・
態度 

○自動車の仕事や作りに興味を持
って、楽しみながら自動車図鑑を
作ろうとしている。 

・自動車の仕事や作りに興味を持っ 
て文章を読み、意欲的に自動車図鑑 
を作ろうとしている。 

書く能力 

◎挿絵や文章から題材に必要な事
柄を抜き出し、その事柄を「自動
車図鑑」として、文章でまとめる
ことができる。（ア） 

・自分で選んだ自動車について、「仕
事」と「作り」を関連付けて説明す
る文章を書いている。 

読む能力 

◎三種類の自動車について、仕事と
作りの関係を考えながら内容の
大体を読むことができる。（イ） 

○乗り物の本などに興味を持ち、探
して読むことができる。（カ） 

・自動車の作りのよさを考えることを
通して、自動車の作りが仕事に関係
していることを読み取っている。 

・乗り物の本などに興味を持ち、自動
車に関係した資料や本を探してき
たり、読んだりしている。 

言語につい
ての知識・
理解・技能 

○片仮名で書く語を読んだり書い
たりすることができる。 

          （伝ウ（ア）） 

・片仮名を正しく読んだり書いたりし
ている。 

 
４ 単元の指導・評価計画（１０時間扱い） 

段 
階 

時 
間 

 
目 標 

○学習課題 
・主な学習活動 

☆主な支援の手立て 

評価規準 
【評価の観点】 
（評価方法） 

と
ら
え
る 

１ 

 様々な自動車の画
像を見たり教材文を
読んだりし、自動車
図鑑を作るという学
習活動に意欲をもつ
ことができる。 

○どんながくしゅうをするのかかん
がえよう。 

・児童が自宅や学校行事で見たこと 
のある自動車の画像を提示する。 

・様々な自動車の画像を提示する。 
・教材文を読む。 
・「１ねん２くみじどう車ずかん」を

作ることを知る。 
☆身近な自動車から珍しい自動車の

順番に画像を提示し、児童の興味・
関心を引き出す。 

☆自動車図鑑のモデルを提示する。 

自 動 車 に つ い
て関心をもち、学
習 の 見 通 し を も
とうとしている。 
【関心・意欲・態
度】 
（発言・ノート） 

２ 

 筆者の問いの観点
に気付くことができ
る。 

○ひっしゃは、じどう車のどんなとこ
ろをみているのだろう。 

・筆者が自動車のどんなところを見て 
いるのかを問いから読み取る。 

・どんな自動車が出てきているのかを
確認する。 

☆「しごと」と「つくり」という言葉
を赤線・青線で囲む。 

「仕事」と「作
り」の２つの観点
に気付いている。 

【読む能力】 
（発言） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
か
め
る 
 
 

 
 
 
３ 
 

 バス・乗用車の仕
事と作りを相互に関
連付けながら読み取
ることができる。 
 
 

○バスやじょうよう車は、どんなしご
とをしていますか。そのために、ど
んなつくりになっていますか。 

・バスや乗用車の仕事と作りの関係を
読み取る。 

☆「仕事」と「作り」が書かれている
段落を赤線・青線で囲む。 

バ ス や 乗 用 車
の 作 り が 仕 事 に
関 係 し て い る こ
と を 読 み 取 っ て
いる。【読む能力】 
（発言・ワークシ
ート） 

４ 

トラックの仕事と
作りを相互に関連付
けながら読み取るこ
とができる。 

 

○トラックは、どんなしごとをしてい
ますか。そのために、どんなつくり
になっていますか。 

・バスや乗用車とトラックを比べ、作
りの違いは仕事の違いとつながっ
ていることを知る。 

☆挿絵を通して、バスや乗用車とトラ
ックの作りを確認する。 

ト ラ ッ ク の 作
り が 仕 事 に 関 係
し て い る こ と を
読み取っている。 

【読む能力】 
（発言・ワークシ
ート） 
 

５ 

クレーン車の仕事
と作りを相互に関連
付けながら読み取る
ことができる。 

○クレーン車のしごととつくりをよ
みとり、じどう車ずかんをかこう。 

・リライト文の読み取りを通して、「そ
のために」の役割を考える。 

☆挿絵と文を照らし合わせて、リライ
ト文の不具合を考えさせる。 

ク レ ー ン 車 の
仕 事 と 関 連 の あ
る作りを考え、自
動 車 図 鑑 と し て
まとめている。 

【読む能力】 
（発言・ワークシ
ート） 

６ 

 はしご車の仕事と
作りを文章化し、自
動車図鑑としてまと
めることができる。 
 
 

○はしご車のじどう車ずかんをつく
ろう。 

・はしご車の仕事と作りについて話し 
 合う。 
☆はしご車の作りをたくさん出させ、

その中から仕事と関連のあるもの
を選ばせる。 

挿 絵 か ら は し
ご 車 の 仕 事 と 作
りを考え、自動車
図 鑑 と し て ま と
めている。 

 【書く能力】 
（発言・ワークシ
ート） 

 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る
・ 
ひ
ろ
げ
る 
 
 

 
 

⑦
本
時 

 自動車の絵本を読
み、仕事と作りを文
章化し、自動車図鑑
としてまとめること
ができる。 

○えほんをよんで、じどう車ずかんを
つくろう。 

・挿絵や解説から、仕事と作りを抜き
出し、文章化する。 

・自動車図鑑の形式で、アイスクリー
ム販売車のことをまとめる。 

☆仕事と作りを文型に沿って抜き出
させる。 

絵 本 か ら 必 要
な 情 報 を 抜 き 出
し、自動車図鑑と
し て ま と め て い
る。 

 【書く能力】 
（ワークシート） 

８ 

自分の好きな自動
車を選び、絵本の中
から、必要な仕事と
作りを抜き出して、
メモすることができ
る。 

○じぶんのすきなじどう車のしごと
とつくりをぶんしょうでかこう。 

・仕事と作りの視点で、文章を書く。 
☆ペア学習を通して、抜き出した内容

が必要なものかを検討させる。 

 自 分 で 好 き な
自動車について、
題 材 に 必 要 な 事
柄 を 抜 き 出 す こ
とができる。 

【書く能力】 
（ワークシート） 

９ 

メモをもとに、自
分の好きな自動車の
図鑑を完成させるこ
とができる。 

○わたしのじどう車ずかんをつくろ
う。 

・仕事と作りの視点で、文章を書く。 
☆ペア学習を通して、仕事と作りが繋

がった内容になっているかを検討
させる。 

 抜 き 出 し た 事
柄をもとに、仕事
と 作 り を 繋 ぎ 合
わせ、自動車図鑑
と し て ま と め て
いる。【書く能力】 
（ワークシート） 
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 完成した自動車図
鑑をみんなで読み合
い、感想を伝えるこ
とができる。 
 
 

○「１ねん２くみじどう車ずかん」を
よんで、ともだちのよさをみつけよ
う。 

・冊子にした自動車図鑑を読み、友達
の作品のよさを見つける。 

☆友達の作品のよさを付箋に書く。 

相 互 交 流 を 行
い、友達の作品の
よ さ を 見 つ け て
いる。【書く能力】 

（発表・付箋） 



５ 本時の指導（７／１０） 
(1)目標 

自動車の絵本を読み、仕事と作りを文章化し、自動車図鑑としてまとめることができ
る。 

(2)本時の指導にあたって 
本時は、次時の調べ学習に向けて「仕事」と「作り」を抜き出し、それをもとに自動

車図鑑を完成させる学習である。 
実際の絵本を印刷した資料を用いて、必要な事柄を集めたり、自動車図鑑を書いたり

する力を児童につけていきたい。 
＜仮説との関わり＞ 

   手立て１ ・必要な内容（仕事・作り）を抜き出させて、自動車図鑑を作らせる。 
   手立て２ ・実際に調べ学習時に用いる資料を提示し、挿絵と文章から必要な事柄

を抜き出させ、調べ学習のポイントをつかませる。 
        ・自分の考えを確かめさせるために、ペア学習で抜き出した「仕事」と

「作り」を交流させる。 
   手立て３ ・単元を通して、「学習内容の理解」「既習事項の活用」「友達のよさ」の

視点から感想発表させたり、同じような視点から自己評価をさせたり
し、学びのよさに気付かせていく。 

                
（３）展開 
段
階  

学習内容・学習活動  支援の手立てと評価の観点  
準備・  
資料  

と
ら
え
る 

５
分 

１ 前時までの振り返りをす
る。  

 

２ 本時の課題を確認する。  

 

 

 

・これまでに作った自動車図鑑を見せ
て、これまで教科書を使って図鑑作
りをしてきたことを確認する。  

・実際の絵本を通して、図鑑の書き方
を学ぶことを確認する。  

 

・前時ま
で の 紙
板書  

・拡大し
た資料  

・児童用
資料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た

し

か

め

る    

35 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題解決の見通しをもつ。 
（１）自動車図鑑の文章構成  

を確認する。  
【活用】手立て２－ア  
 
 
 
 
（２）必要な題材の集め方を確

認する。  
【活用】手立て１  
 
 
 
 
４ 課題を解決する。  
（１）資料の中から、「仕事」    
   と「作り」を見つけ、  
   文章として書き出す。  
 
 
 
 
 
 
５ 交流し、考えを深める。 
（１）抜き出した文章をペアで

交流する。  

・自動車図鑑には、「自動車の名前」「仕
事」「作り」を書くことを確認する。 

・ワークシートに「自動車の名前」を
書かせる。  

・絵本の中から、「仕事」と「作り」
を書くことを確認する。  

 
・文を写すのではなく、モデルの図鑑

のように分かりやすい文を書くこ
とを確認する。  

 
 
 
 
 
・自動車図鑑の構成を意識させるた

め、「仕事」は赤い紙、「作り」は青
い紙に書かせる。  

・「作り」を見つけさせる際、「仕事」
と関連あるものにする。  

・抜き出す「作り」は、最低一つとす
る。  

・早く作業が終わった児童には、自動
車の色塗りをさせる。  

 
・ペアで交流した後、自分の書いた文

章を必要に応じて書き直してよい
こととする。  

・ワーク
シート  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・赤い紙  
・青い紙  

えほんを よんで、じどう
車ずかんを つくろう。 

 文型に沿って、仕事と作
りを抜き出す。  

 自動車図鑑のモデルを提
示し、書く視点を明らかに
する。  



 
(4)板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

た  

し  

か  

め  

る  

 

35 

分                     

【活用】手立て２－イ  
 
 
 
 
（２）抜き出した文章を全体で

交流する。  
（３）書いた文章をワークシー

トに貼り、自動車図鑑を
完成させる。  

 
【評価規準Ｂの例】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・発表された「仕事」と「作り」が関

連しているかを考えさせる。  
【目指す姿】  
 資料から「仕事」と「作り」を文章

として抜き出すことができる。  

 

【評価規準】（書く能力） 
自動車の絵本を読み、仕事と作り

を文章化し、自動車図鑑としてまと
めている。 

具体の評価規準 努力を要する
と判断された
児童への具体
的な手立て 

Ｂ 

「仕事」と関連のあ
る「作り」を文章で、
自動車図鑑としてま
とめている 

 教師との対
話を通して作
った文を書か
せる。 
 ペア学習で
交流した後、
友達の書いた
文章を写させ
る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る 

５
分 

６ 本時の学習内容を振り返
る。  

（１）感想を発表する。  
 
 
（２）自己評価をする。  
 
（３）次時の学習内容を知る。 

 
 
・「学習内容の理解」「既習事項の活用」

「友達のよさ」に触れて感想を発表
させる。  

・「学習内容の理解」「既習事項の活用」
の２観点から自己評価させる。  

・自動車図鑑作りに入ることを告げ
る。  

・ノート  

 

一
ね
ん
二
く
み 

じ
ど
う
車
ず
か
ん
づ
く
り 

       

し
ら
べ
る 

し
て
ん 

 
 

し
ご
と
…
す
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

～
は
～
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

つ
く
り
…
つ
い
て
い
る
も
の
、
か
た
ち 

 
 

 
 

 
 

～
が
あ
り
ま
す
。 

～
が
つ
い
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 え
ほ
ん
を 

よ
ん
で
、
じ
ど
う
車
ず
か
ん
を 

つ
く
ろ
う
。 

  

資
料
を
拡
大
し
た
も
の 

 
 
 

 ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

運
搬
車
の
自
動
車
図
鑑 

 

つ
く
り 

し
ご
と 

な
ま
え 

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が 

と
け
な
い
た
め
の 

せ
つ
び
が 

つ
い
て
い
ま
す
。 

 

・
ア
イ
ス
の 

メ
ニ
ュ
ー
が 

か
い
て
あ
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 アイスクリームはんばい

車は、アイスクリームをう

るしごとをしています。  

 そのために、アイスクリ

ームがとけないためのせつ

びがついています。  

 自分の考えを確かめるた
めに、ペアで交流する。  


